
・ CFOの矢野でございます。

・ 本日は、「2025年度第３四半期決算」についてご説明いたします。

・ ページ番号は、資料の右下にある数字でお話しします。
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• 1ページをご覧ください。本日お伝えしたいポイントです。

• まず、第３四半期単体の決算は、上期までの実績と比べると改善傾向が鮮明になってきております。具体的には、国
内即席めん・国内非即席めん・海外の３事業すべてで増収となり、連結全体でも前期第３四半期対比で91億円・
4.５％の増収となりました。既存事業コア営業利益面、好調であった海外事業が牽引し、連結全体で７億円・３％
の増益に転じました。

• ２つ目は、好調であった第３四半期の結果として、累計ベースでも連結全体で前期比43億円・+1％の増収に転じ
ております。既存事業コア営業利益は、累計ベースでは前期比でマイナスが続いていますが、前年度との乖離率は、
第1四半期▲26％、第2四半期▲22％から、第3四半期▲13％へと着実に改善しており、通期修正予想も上回
って推移しております。

• 3つ目は、以上を踏まえた今期通期の見通しですが、売上収益・既存事業コア営業利益ともに、修正計画に対して
順調に推移しておりますので、通期修正予想の必達を目指してまいります。

• 各事業について、詳細は後ほどご説明しますが、簡単にコメントさせていただきます。

• まず、国内即席めん事業についてですが、日清食品は、インフレ環境が継続するなか、「あっさり」シリーズを中心とする
価格コンシャス品が堅調に推移しており、増収が上期から継続している一方、資材高騰等を主因に第3四半期単体
では減益となりましたが、修正予想との対比ではインラインで順調に推移しています。

• また、明星食品は、ブランド力のある主要商品群の売り上げが好調で、販売数量も前年比一桁後半％で伸長してお
り、増収・増益基調が継続しています。

• 国内非即席めん事業については、日清食品チルド・日清食品冷凍及び商品リニューアル等が奏功した湖池屋を中心
とする菓子事業を中心に、増収基調が継続しています。利益面では、睡眠ブーム一巡に伴う日清ヨークの販売数量
減・資材高騰等による利益減少などにより、事業全体では累計・Q3単体ともに減益となりましたが、こちらも修正予
想との対比ではインラインです。

• 海外事業については、課題であった米国は、昨年下期から続いていた一部販売チャネルでの販売数量減が一巡し、
戦略の一つでもある地域拡大が順調に進んでいることもあり、足許で数量増加基調に転換しています。こういった背景
もあり、Q3単体では、増収・増益に転じた米国に加え、好調を維持するブラジル・中国地域、欧州持分法適用会社
の貢献等により、海外事業全体では増収・増益での着地となりました。
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• 3ページをご覧ください。第3四半期までの累計ベースの数字になります。

• 売上収益は、国内事業の増収が、海外事業の減収をカバーし、前期比プラス0.7％、43億円増収の、5,866億円
での着地となりました。

• 既存事業コア営業利益は、上期までの減益が響き、前期比マイナス13.4％、91億円減益の、584億円での着地と
なりました。

• 尚、為替影響については、海外の既存事業コア営業利益に対する影響はほぼニュートラルでしたが、売上収益全体
では、38億円の下押し圧力となっています。各事業会社に関する詳細については10ページ以降に記載があるので、ご
参照ください。
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• 4ページをご覧ください。

• こちらのページは第3四半期累計の既存事業コア営業利益の増減要因を分析したもので、細目は 「為替一定ベース
」 で表示しております。

• なお、売上収益変動を含む変動コストの比率変動については、売上収益に拡販費を足し戻して算出した総売上高
に基づいた比率分析になりますので、拡販費を控除した売上収益の増減実額とは整合しておりません。傾向値として
ご確認ください。

• 累計では、左から２番目のピンクのグラフの売上収益変動が、海外事業のプラス転換により61億円の増益要因となり
、その右のグレーのグラフの、原価率および物流費率の上昇による減益要因を一部補完する水準まで改善してきてい
ます。
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• こちらは、四半期ごとの既存事業コア営業利益の増減要因になります。

• 右側の第3四半期をご覧いただくと、売上収益変動による増益が、原価率と物流費率上昇による減益を上回り、前
年同期比で7億円の増益となりました。

• 国内事業での価格改定効果と数量増に加え、海外事業では、米国が前年の一部チャネルでの数量減影響が一巡
し市場全体も回復基調であったことから販売数量が回復したことに加え、ブラジル事業の堅調な売上が寄与しました。

• 加えて欧州の持分法適用会社プレミアフーズも増益に寄与しております。
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• 続きまして、6ページはセグメント別の決算サマリーです。

• 次ページ以降で詳しく、説明いたします。
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• 7ページをご参照ください。

• こちらはセグメント別の売上収益のブレークダウンです。

• 国内即席めん事業は前期比プラス57億円、2.6％の増収、

• 国内非即席めん事業は、前期比プラス48億円、3.3％の増収、

• 海外事業は、前期比マイナス72億円、3.3%の減収となりました。海外事業は為替の影響を除いた為替一定ベース
ではマイナス1.6%となりました。

• 連結全体では、米州地域のマイナス幅が縮小したこともあり、上期の減収から第3四半期累計で増収に転換していま
す。



• 8ページをご覧ください。

• こちらはセグメント別のコア営業利益のブレークダウンです。

• 国内即席めん事業については、前期比マイナス6億円、1.7％の減益、

• 国内非即席めん事業は、前期比マイナス7億円、5.3%の減益、

• 海外事業は前期比マイナス51億円、17.4％の減益と、全地域で減益となりました。

• なお、海外事業は、上期までの前期比64億円の減益から13億円改善しております。
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• 10ページから15ページまでは、各セグメント別の「事業の状況」です。
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• 10ページをご覧ください。まず国内即席めん事業です。

• まず、市場環境について、実質賃金のマイナスが続く中、食品メーカー各社で値上げが実施され、食品の消費者物価
指数は上昇トレンドが継続しています。この環境下、消費者の価格コンシャス志向は根強く、即席めんに対する需要
は、食品全体の中では相対的に高い状況が続いています。

• しかしながら、即席めん市場のなかでも、ダウントレーディング傾向がみられ、結果的に低価格帯商品の需要増が市場
全体をけん引しています。

• こうした環境下、日清食品では、あっさりシリーズなどの低価格帯商品により消費者ニーズにしっかり対応する戦略が奏
功し、売上収益は前期比プラス1.9%の増収となり、シェアもプラスに転じております。

• 明星食品は、値ごろ感がありつつ、ブランド力のある主要商品である、チャルメラ・一平ちゃん・ぶぶかなどが伸長し、前
期比6.3％の増収となりました。

• 利益面では、日清食品は、パーム油やライス商品の原料となる米・調味料を中心とした資材コストや物流費などの増
加により、前期比で10億円の減益となりましたが、修正計画との比較ではインラインで推移しています。

• 明星食品は、増収による増益効果で、各種コスト増を吸収し、5億円の増益となりました。
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• 11ページをご覧ください。国内非即席めん事業です。

• 売上収益については、24年度から実施している価格改定効果もあり、低温・飲料事業及び菓子事業が共に増収と
なりました。

• 特に日清食品冷凍は価格改定後も数量を維持、また、日清食品チルドもコンビニ向けの販売が好調でセグメントの
増収を牽引しました。

• 加えて、シリアルが好調な日清シスコや、「ピュアポテト」およびコーンブランドが堅調な湖池屋も増収に寄与しております。

• 一方で、日清ヨークについては、睡眠ブームが一巡したことによる「ピルクルミラクルケア」の販売数量減に加え、10月に
発売した新商品の寄与が現時点では限定的な水準に留まることから、減収傾向が続いています。

• 利益面について、日清ヨークの売上収益の減少や、主に上期に発生した湖池屋における馬鈴薯の品質低下による歩
留まり悪化が影響しました。また、原材料・包材等のコストが上昇したことも響き、セグメント全体では減益となりました。
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• 12ページをご覧ください。続いて、米州地域です。

• まず、米国事業についてご説明いたします。

• 米国事業は、第3四半期累計で減収減益となりましたが、下の部分にお付けしている表の通り、第3四半期単体では
現地通貨ベースでプラス5％の増収となり、利益も増加に転じています。

• 10-12月期の米国即席めん市場全体も、数量・金額ともにプラスに推移し、当社の第３四半期単体の販売数量は
、前年下期に発生した西海岸エリアにおける販売数量減の影響が一巡し、ベース商品を中心に地域展開が順調に
拡大していること・西海岸でも昨年減少した数量が回復していること・新たに発売したプレミアム商品も貢献し始めてい
ることなどを主因とし、前年比で、市場の伸びを上回る一桁半ば％の数量増加となりました。

• 価格改定後の販促費の投入などもあり、増収効果は限定的となりましたが、通期修正計画達成に向け、着実なステ
ップを踏むことができたと評価しています。

• 第4四半期は、各種プロモーションやLTO（期間限定商品）の投入などにより、通期修正計画をしっかりと達成して
いきたいと思っています。

• 次に、ブラジルです。

• 第3四半期は、2024年7月と2025年2月に実施した価格改定効果もあり、累計・第3四半期単体とも増収増益と
なりました。売上収益に対する為替影響は、昨年度に比べてブラジルレアルが弱含みで推移しているため、▲10億円
と比較的大きな金額となっています。

• 数量は、上期までは期初の流通在庫増加の影響や高金利を背景とした流通在庫圧縮の動きなどもあり伸び悩みま
したが、第3四半期単体では、前期比一桁前半の増加となりました。これは、2024年度第3四半期から稼働してい
る新カップラインによる寄与は一巡したものの、当社が販売するカップ麺の比率が安定して10％を超える水準を維持す
るようになってきたこと、および主力の袋めんの数量が流通在庫調整の一巡に伴い増加に転じたことによるものです。

• なお、2026年1月より平均一桁前半％の価格改定を実施しております。今後もインフレ率に応じて、適宜価格改定
を行っていく方針です。

• 最後に、メキシコですが、メキシコ国内での販売数量の減少による減収影響を中米への輸出増加と価格改定による
増収効果でカバーし、現地通貨ベースでは第3四半期累計で増収となりましたが、原材料コスト増の影響もあり、減
益着地となりました。

• メキシコ国内では、一部商品でスリーブレス化に切り替えるとともに、電子レンジ調理対応・味の改良・増量といった取
り組みを実施しており、利便性向上に加え、味・ボリュームによる価値の向上により、他社との差別化の取り組みを進
めてまいります。
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• 13ページをご覧ください。中国地域です。

• 中国地域では景気の先行き不透明感が続いているものの、政府の景気刺激策や郊外から都市部への人流の戻りが
、即席めん需要には追い風となっております。また、香港から深圳に向かう、いわゆる「北上消費」が続いている一方で
、香港政府も様々な誘致策を推進し、中国本土からの観光客増加が増加していることを背景に、香港・大陸間の双
方向の人流増に伴い、消費センチメントが改善基調にあります。

• 香港では香港式の大衆食堂（チャチャンテン）やレストラン等の業務向け即席麺の需要が底堅く、主力の出前一丁
を中心に、域内の売上は堅調です。一方、輸出は関税問題等による混乱や欧米での消費低迷による数量前年割
れが続いていますが、台湾やオーストラリアでの現地法人設立による販売体制強化や周辺国での事業拡大を進めて
おります。

• 中国大陸では主力の合味道や出前ブランド中心に需要が好調で、苦戦していた東区でも数量が回復しております。
主に都市部におけるコストコやサムズクラブのような会員制スーパーを中心とする新規チャネルの拡大に加え、内陸部で
の卸店との連携強化を進めたことで、販売カバー率が向上しております。

• 利益面では、一般管理費を中心に各種コストコントロールを進めたことに加え、前年度に実施した固定資産の減損に
よる償却負担の軽減もあり、第3四半期累計では増収・増益で着地しました。

• 尚、売上収益が、Q3累計で+０％となっていますが、中国地域は為替レートの影響が大きく、香港で▲6億円・大陸
で▲8億円と、合計で14億円分の影響がありました。
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• 14ページをご覧ください。

• アジア地域について、第3四半期累計では上期の減収・減益が響き、減収減益となりました。

• 但し、売上規模の大きいタイ及びインドについては、第3四半期単体では増収・増益に転じております。アジア地域のメ
イン市場であるタイにおいて、販売体制の最適化の過程で生じた在庫調整も終了し、通期では計画達成を目指して
参ります。

• 持分法適用会社の2社の第3四半期累計について、タイプレジデント・N-URCともに減益で着地しております。タイプ
レジデントについては、引き続き隣国との国境紛争による輸出向け販売数量の減とパーム油高騰を主因に減益となり
ました。
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• 15ページをご覧ください。

• 最後にEMEA地域です。

• 欧州の主要市場では、低価格帯製品の需要が高まるなど、市場環境が変化しております。そのような環境下で、欧
州日清はイギリス・ドイツ・フランスなど主要国を中心に数量が減少し、為替影響を除く現地通貨ベースで減収減益と
なりました。欧州では全般的に消費環境が弱い中、相対的に好調な袋めんの活性化や一層の経費削減も含め、利
益水準の改善に努めてまいります。

• 一方で、持分法適用会社の2社について、直近の10〜12月期でいずれも業績が改善しております。マルベンは、販
売数量の増加に加え、小麦価格の下落傾向が寄与し、増益に転じました。プレミアフーズは、お菓子カテゴリーが好調
に推移したこと等により、第3四半期単体で6億円の増益となりました。

• 私からのご説明は以上となります。
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